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一
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動
学
的
レ
オ
ン
テ
ィ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
と
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ー
ド
．
バ
ッ
ク
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
崎
　
不
　
一
一
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
オ
ー
プ
ソ
・
シ
ス
テ
ム
と
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ス
テ
ム

　
周
知
の
如
く
、
レ
ォ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
、
人
六
の
関
心
は
、
主
と
し
て
オ
ー
プ
ソ
・
シ
ス
テ
ム
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

向
け
ら
れ
て
来
た
。
レ
オ
ソ
テ
イ
ェ
フ
自
身
も
、
自
著
〔
文
献
１
〕
の
改
訂
版
に
於
て
、
そ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
、

体
系
を
閉
ぢ
る
事
の
理
由
は
、
繰
り
返
す
必
要
も
な
い
程
に
周
知
の
事
乍
ら
、
体
系
の
意
味
づ
け
に
当
っ
て
陥
る
、
マ
ル
サ
ス
的
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

釈
か
ら
の
離
脱
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
静
学
的
レ
ォ
ソ
テ
イ
ェ
フ
．
ツ
ス
テ
ム
は
、
所
与
の
最
終
需
嘆
に
対
す
る
、
累
積
的
波
及
効
果
の
積
算
よ
り
成
る
、

均
衡
産
出
量
決
定
モ
デ
ル
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
が
通
例
と
な
っ
た
。
却
ち
、
所
与
の
最
終
需
要
ヴ
ェ
ク
ト
ル
を
ｒ
、
投
入
係
数
行

列
（
内
生
部
門
）
を
五
、
単
位
行
列
を
１
、
総
産
出
量
ヴ
エ
ク
ト
ル
を
ｘ
と
す
る
と
き
、
モ
デ
ル
は
次
式
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

　
（
Ｈ
）
　
　
　
　
　
Ｈ
１
１
（
、
ー
ト
）
．
’
「

　
と
こ
ろ
が
ｃ
リ
の
体
系
に
拠
る
場
合
、
最
終
需
要
の
実
現
に
伴
う
波
及
的
派
生
需
要
の
必
要
量
が
稜
算
さ
れ
、
均
衡
産
出
量
の
値
を

～



決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
真
の
意
味
で
の
波
及
効
果
は
、
こ
の
様
に
一
回
限
り
で
は
な
い
。
最
終
需
要
の
中
、
消
費
の
み
を
と
っ
て

み
て
も
〔
消
費
↓
産
出
量
↓
所
得
↓
消
費
↓
…
〕
と
い
う
連
鎖
的
な
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ツ
ク
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
題
の
解
決
の
た

め
、
体
系
を
再
び
閉
ぢ
る
試
み
が
、
ユ
ヴ
ア
ソ
ス
の
論
文
〔
文
献
２
〕
以
来
若
干
存
在
す
る
〔
文
献
３
〕
し
、
更
に
・
、
半
封
鎖
的
な

シ
ス
テ
ム
の
、
計
算
方
式
に
つ
い
て
は
、
「
概
木
　
　
宮
沢
」
算
式
〔
文
献
４
〕
が
極
め
て
興
味
深
い
。

　
オ
ー
プ
ソ
・
エ
ソ
ド
の
体
系
か
ら
の
制
約
は
、
レ
ォ
ソ
テ
イ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
の
動
学
化
に
際
し
て
、
互
に
別
の
間
題
を
換
起
す

る
・
シ
ス
テ
ム
の
動
学
化
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
レ
ォ
ソ
テ
イ
ユ
フ
自
身
も
最
初
か
ら
触
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
〔
文
献
１
〕
、

何
分
、
一
つ
の
自
足
的
シ
ス
テ
ム
に
迄
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
方
面
で
は
、
レ
ォ
ソ
テ
イ
ェ
フ
に
さ
き
が
け
た

フ
ォ
ソ
・
ノ
イ
マ
ソ
の
業
績
〔
文
献
５
〕
及
び
、
レ
ォ
ソ
テ
イ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
動
学
化
を
試
み
た
、
グ
ツ
ド
ウ
イ
ソ

〔
文
献
６
〕
、
ド
ー
フ
マ
ソ
・
サ
ム
ェ
ル
ソ
ソ
・
ソ
ロ
ー
〔
文
献
７
〕
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
内
、
前
二
者
は
、
直

接
的
に
は
、
一
般
均
衡
体
系
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
、
フ
オ
ソ
．
ノ
ィ
マ
ソ
．
モ
デ
ル
の
基
礎
に
・
立
っ
た
上
で
、

玩
代
動
学
の
主
要
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
経
済
成
長
理
論
の
た
め
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
小
論
の
対
称
は
、
成
長
理
論
モ
デ
ル
に

限
定
さ
れ
る
。

　
詳
綱
な
フ
ォ
ー
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
は
二
節
以
下
に
譲
っ
て
、
差
当
り
、
問
題
提
示
に
必
要
な
程
度
に
留
め
よ
う
。
成
長
理
論
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

め
の
動
学
モ
デ
ル
の
定
式
化
は
、
例
え
ば
次
の
様
に
行
え
る
。
ｃ
Ｄ
式
の
場
合
と
同
様
、
総
産
出
の
ヴ
エ
ク
ト
ル
を
ｘ
、
内
生
部
門
投

入
係
数
行
列
を
五
と
す
る
。
最
終
需
要
ヴ
エ
ク
ト
ル
を
、
資
本
彩
成
の
ヴ
エ
ク
ト
ル
５
及
び
、
消
費
需
要
ヴ
エ
ク
ト
ル
０
と
に
分
け

る
。
こ
の
場
合
、
次
の
様
な
レ
オ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
が
得
ら
れ
る
。

　
（
Ｎ
）
　
　
　
　
ト
肖
十
Ｑ
＋
り
“
肖

　
　
　
動
学
的
レ
オ
ソ
テ
ィ
エ
フ
・
シ
ス
テ
ム
と
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
効
果
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
八
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
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巻
・
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一
〇
六
　
（
八
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

次
に
、
．
Ｓ
の
コ
ム
ポ
ー
ー
ネ
ソ
ト
・
＆
に
つ
い
て
、
奥
１
１
】
り
き
（
“
Ｈ
ポ
…
三
）
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
各
内
主
部
門
別
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
１
－
Ｈ

本
係
数
を
冬
（
“
＼
１
ー
ポ
…
三
）
で
表
わ
す
。
定
義
式
は
次
の
様
に
な
る
。

　
（
ｏ
ｏ
）
　
　
　
　
５
，
１
１
叫
迂
＼
斗
、
　
　
（
“
、
１
ー
ゲ
…
三
）

従
っ
て
、
ヴ
エ
ク
ト
ル
ふ
は
、
伽
の
〃
行
〃
列
か
ら
成
る
行
列
を
Ｋ
と
す
る
と
、
次
の
式
で
表
さ
れ
る
・

　
（
ト
）
　
　
　
り
１
１
胃

ゆ
を
吻
に
代
入
し
て
、

　
（
蜆
）
　
　
　
　
肖
１
ー
ト
肖
十
尋
十
Ｑ

こ
れ
を
変
形
す
れ
ば
、

　
（
ｏ
）
　
　
　
　
（
■
－
ト
）
肖
－
胃
“
ｑ

が
得
ら
れ
る
。
徴
分
方
程
式
系
を
使
う
か
、
定
差
方
程
式
系
を
使
う
か
は
、
便
宜
上
の
選
択
に
委
ね
る
と
し
て
、
微
分
系
で
表
わ
す

な
ら
ば
、
働
の
様
な
線
型
連
立
一
階
の
非
同
次
微
分
方
程
式
が
、
オ
ー
プ
ソ
・
エ
ソ
ド
の
ダ
ィ
ナ
ミ
ッ
ク
・
レ
ォ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ス
テ
ム
で
あ
る
。
我
六
は
、
非
同
次
項
０
の
時
間
形
態
を
所
与
と
し
た
場
合
、
ゆ
か
ら
Ｘ
の
一
般
解
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

て
ろ
が
こ
の
場
合
、
嚢
に
静
学
モ
デ
ル
で
指
摘
し
た
間
題
点
は
、
依
然
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
却
ち
、
資
本
係
数
の
導
入
に
よ

っ
て
、
我
六
は
、
資
本
形
成
と
、
産
出
量
と
の
間
の
関
係
を
体
系
の
内
に
、
自
足
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
消
費
↓
産

出
量
（
↓
所
得
）
↓
消
費
と
い
う
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ツ
ク
は
、
静
学
的
な
オ
ー
プ
ソ
・
エ
ソ
ド
・
シ
ス
テ
ム
の
場
合
と
同
様
に
切
断
さ

れ
て
い
る
。

今
、
＠
か
ら
働
へ
の
変
形
と
は
別
に
、
働
を
次
の
形
に
変
形
し
て
み
よ
う
。



　
（
べ
）
　
　
　
　
（
、
ー
ト
）
｛
１
肉
肖
１
１
Ｑ

こ
れ
は
、
ア
グ
レ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
ヶ
イ
ソ
ズ
・
モ
デ
ル
の
□
所
得
－
貯
蓄
“
消
費
〕
と
ア
ナ
ロ
ガ
ス
で
あ
る
。
ア
グ
レ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
．
モ
デ
ル
で
は
、
貯
蓄
性
向
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
↓
所
得
の
運
鎖
を
つ
な
ぎ
、
加
速
度
係
数
の
導
入
に
よ
っ

て
、
内
生
的
動
学
モ
デ
ル
を
作
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
レ
オ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
モ
デ
ル
を
、
閉
ぢ
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

　
今
、
基
本
方
程
式
働
を
作
っ
た
場
合
の
、
内
生
部
門
〃
ケ
に
、
消
費
（
家
計
）
部
門
を
加
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
掲

の
各
ヴ
ェ
ク
ト
ル
及
び
行
列
の
次
元
は
、
一
次
元
づ
つ
増
加
す
る
。
こ
の
様
な
拡
張
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
前
と
同
一
の
記
号
を
使

用
す
る
な
ら
ば
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
エ
ソ
ド
・
モ
デ
ル
は
、
次
の
様
に
示
さ
れ
る
。

　
（
ｏ
ｏ
）
　
　
　
　
（
、
「
ト
）
肖
１
１
肉
肖

従
っ
て
、
一
ら
十
◎
と
す
れ
ば
、

　
（
ｏ
）
　
　
　
　
■
１
－
肉
．
－
（
、
１
■
）
肖

　
無
論
こ
の
様
に
、
消
費
を
完
全
に
内
生
化
す
る
と
と
は
、
別
の
難
点
即
ち
、
体
系
の
マ
ル
サ
ス
化
と
衝
突
す
る
。
然
し
、
巨
視
動

学
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
レ
ォ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
の
動
学
化
に
於
て
は
、
寧
ろ
完
全
な
解
放
体
系
を
棄
て
て
、
一
種
の
「
半

解
放
体
系
」
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
、
当
面
、
ド
ー
フ
マ
ソ
・
サ
ム
ェ
ル
ソ
ソ
・
ソ
ロ
ー
の
モ
デ
ル
を
手
掛
り
と
し
て
、
明

か
に
し
た
い
。
こ
の
場
合
、
体
系
を
完
全
に
閉
ぢ
て
し
ま
わ
な
い
理
由
は
、
マ
ル
サ
ス
化
の
難
点
と
の
調
和
に
あ
る
。

　
提
案
の
一
般
化
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
、
ド
ｉ
フ
マ
ソ
・
サ
ム
ェ
ル
ソ
ソ
・
ソ
ロ
ー
同
様
、
部
門
数
を
単
純
化
し
て
取
り
扱
う
で

あ
ろ
う
。

（
１
）
　
〔
文
献
１
〕
第
２
版
、
六
四
頁
。

　
　
　
動
学
的
レ
オ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
と
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
効
果
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
八
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
八
二
八
）

（
２
）
　
例
え
ぱ
、
森
島
通
夫
「
産
業
連
関
論
入
門
」

（
３
）
　
動
学
の
定
義
は
、
大
別
し
て
次
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

　
～
Ｊ
・
Ｒ
・
ヒ
ッ
ク
ス
の
「
価
値
と
資
本
」
脚
註
に
於
け
る
定
義
。

　
ほ
リ
Ｒ
・
Ｆ
・
ハ
目
ツ
ド
の
「
経
済
動
学
序
説
、
Ｊ
・
Ｒ
・
ヒ
ッ
ク
ス
「
景
気
循
環
論
」
に
お
げ
る
定
義
。

　
一
ｍ
Ｊ
・
Ａ
一
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
定
義
。

　
　
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
、
所
謂
．
。
巨
冒
き
ぎ
■
、
、
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
定
義
は
、
少
く
と
も
期
問
分
析
的
な
定
式
化
を
行
う
場
合
に
は
従

　
い
得
な
い
。
　
ヒ
ッ
ク
ス
の
～
に
於
け
る
定
義
は
、
形
式
的
に
は
極
め
て
明
確
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
比
較
静
学
と
の
関
係
上
、
不
適
当
と
思
は
れ

　
る
。
従
っ
て
、
私
見
で
は
、
動
学
を
、
不
断
の
与
件
変
動
下
に
あ
る
経
済
の
、
自
己
継
起
的
内
生
理
論
と
見
る
、
恒
の
立
場
で
規
定
す
る
。
然
し
、

　
こ
の
考
え
方
で
レ
オ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
の
動
学
化
を
論
ず
る
場
合
に
は
、
資
源
利
用
可
能
量
の
外
に
、
投
入
係
数
の
変
化
が
、
同
時
に
と

　
り
入
れ
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
然
し
、
可
変
的
投
入
係
数
の
処
理
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
総
て
外
生
的
に
扱
は
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

　
意
味
で
は
、
伍
の
規
定
を
、
技
術
変
化
を
外
す
と
い
う
点
で
若
干
緩
め
て
使
用
す
る
。

（
４
）
　
こ
の
表
現
は
、
古
谷
弘
「
動
学
的
投
入
産
出
モ
デ
ル
と
そ
の
均
衡
的
成
長
」
　
（
現
代
経
済
学
の
基
本
問
題
、
　
一
九
五
八
年
所
収
）
に
負
う
。

（
５
）
　
古
谷
、
前
掲
書
二
二
八
頁
－
二
二
九
頁
参
照
。

ニ
　
ド
ー
ブ
マ
ソ

・
サ
ム
ユ
ー
ソ
ソ

・
ソ

ロ
ー

・
毛
デ
〆
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
先
づ
、
当
面
の
間
題
に
と
っ
て
必
要
な
範
囲
で
、
ド
ー
フ
マ
ソ
・
サ
ム
ェ
ル
ソ
ソ
・
ソ
ロ
ー
の
動
学
モ
デ
ル
の
要
点
を
掲
げ
よ
う
。

　
体
系
は
、
内
生
部
門
２
ケ
と
、
外
生
部
門
Ｚ
ケ
、
即
ち
資
本
形
成
部
門
と
家
計
需
要
部
門
と
か
ら
成
る
。
今
内
生
部
門
産
出
儲
を

ｘ
、
第
．
ｚ
部
門
産
出
量
の
内
、
第
フ
部
門
え
の
投
入
と
し
て
使
用
さ
れ
る
量
を
み
と
す
る
。
又
、
第
－
部
門
に
於
け
る
生
産
に
使
用

一



さ
れ
る
資
本
ス
ト
ツ
ク
は
、
～
及
び
～
の
二
種
類
か
ら
な
る
。
内
生
部
門
投
入
係
数
は
、
レ
ォ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
に
従
い
、

　
（
Ｈ
◎
）
　
　
　
§
１
１
呂
＼
ト
　
　
（
“
、
Ｈ
Ｈ
Ｌ
）

で
あ
る
。
一
方
～
、
～
の
使
用
量
は
、
　
．
フ
部
門
産
出
量
に
比
例
す
る
と
仮
定
し
て
、
第
－
部
門
資
本
係
数
は
、
次
の
様
に
規
定
さ

れ
る
。

　
（
Ｈ
－
）
　
　
　
ぎ
１
１
９
＼
と
一
ぎ
１
１
９
、
＼
８
　
　
　
（
、
１
Ｉ
Ｈ
Ｌ
）

こ
の
場
合
、
第
フ
部
門
生
産
函
数
は
、
次
の
様
に
表
わ
さ
れ
る
。

一
§
　
　
ヤ
貞
昌
衰
ち
多
一
－
８
｛
苧
苧
学
普
〒
；

こ
の
こ
と
は
、
第
－
部
門
産
出
量
が
、
第
フ
部
門
資
本
ス
ト
ッ
ク
利
用
可
能
量
中
、
小
さ
い
方
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。

従
っ
て
我
六
は
、
投
入
係
数
及
び
資
本
係
数
を
、
次
の
様
に
表
現
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
昌
一
１
Ｖ
§
一
昌
一
昌
一
１
Ｖ
§
一
昌
一
９
一
１
Ｖ
ぎ
一
臼
一
９
一
１
Ｖ
ぎ
一
昌

　
（
お
）

　
　
　
　
　
　
■
｝
～
§
竃
昌
一
昌
～
１
Ｖ
§
旧
き
一
り
竃
～
｝
竃
昌
一
吻
竃
１
Ｖ
ぎ
一
昌

　
こ
の
様
な
生
産
函
数
を
、
レ
ォ
ソ
テ
ィ
ユ
フ
・
シ
ス
テ
ム
に
あ
て
は
め
て
定
式
化
す
る
と
、
フ
ロ
ゥ
生
産
に
関
す
る
部
分
に
つ
い

て
の
式
、

　
　
　
　
　
　
昌
～
§
一
■
十
§
｝
昌
十
」
吻
一
十
〇
一

　
（
崖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
」
り
ケ
」
吻
ぎ
昌
一
昌
１
Ｖ
◎
）

　
　
　
　
　
　
昌
～
§
一
臼
十
§
｝
昌
十
」
吻
Ｎ
＋
ｏ
～

及
び
、
ス
ト
ッ
ク
の
部
分
に
つ
い
て
の
式

　
（
旨
）
　
　
　
９
１
Ｖ
三
昌
十
｝
竃
昌

　
　
　
動
学
的
レ
オ
ソ
テ
ィ
ユ
フ
・
ツ
ス
テ
ム
と
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
効
果
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
八
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
八
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
吻
Ｎ
～
ぎ
－
昌
十
｝
竃
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

と
か
ら
な
る
。
¢
今
に
お
け
る
珊
及
び
兆
は
、
各
部
門
の
産
出
量
中
、
資
本
形
成
に
使
用
さ
れ
た
分
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
妙
式
に
お
け
る
、
時
間
的
関
係
を
、
定
差
方
程
式
系
に
よ
っ
て
明
示
す
れ
ば
、
次
の
様
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
臼
（
“
）
～
〇
一
（
、
十
Ｈ
）
十
」
り
一
（
、
十
Ｈ
）
十
§
一
昌
（
“
十
Ｈ
）
十
§
Ｎ
－
（
、
十
一
）

　
　
　
　
　
　
　
臼
（
、
）
ｗ
Ｑ
Ｎ
（
“
十
Ｈ
）
十
」
り
六
、
十
Ｈ
）
十
§
一
昌
（
、
十
Ｈ
）
十
ｓ
豊
臼
（
｝
十
－
）

こ
の
場
合
、
最
初
に
掲
げ
た
生
産
函
数
の
性
質
か
ら
、
働
式
に
基
い
て
、
」
り
（
、
）
１
１
」
多
（
“
）
十
」
暮
（
、
）
（
“
Ｈ
ピ
Ｎ
）
と
い
う
推
論
を

下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
鱒
式
は
、
次
の
様
に
表
わ
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
－
（
、
）
～
〇
一
（
、
十
Ｈ
）
十
吻
一
（
、
十
Ｈ
）
１
吻
一
（
“
）
十
§
一
■
（
、
十
Ｈ
）
十
ｓ
竃
き
（
“
十
Ｈ
）

　
（
畠
）

　
　
　
　
　
　
　
昌
（
、
）
～
ｏ
Ｎ
（
“
十
Ｈ
）
十
吻
Ｎ
（
“
十
Ｈ
）
１
吻
Ｎ
（
、
）
十
§
一
昌
（
、
十
Ｈ
）
§
”
き
（
“
十
Ｈ
）

一
方
、
ス
ト
ヅ
ク
の
式
働
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
９
（
汁
）
１
Ｖ
ぎ
一
昌
（
“
）
十
ぎ
閑
昌
（
“
）

　
（
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
９
（
、
）
１
Ｖ
ぎ
一
－
（
、
）
十
｝
竃
昌
（
“
）

　
扱
、
こ
の
体
系
で
、
＼
９
一
」
９
及
び
ｏ
ご
ｐ
は
、
夫
六
外
生
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
我
六
は
、
ｏ
◎
、
帥
の
制
約
の
下
で
、
ら

（
」
９
＋
９
）
十
き
（
ら
羊
９
）
を
最
大
化
す
る
と
い
う
、
リ
ニ
ァ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ソ
グ
間
題
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
長

理
論
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
但
し
目
的
函
数
の
Ｋ
は
、
適
当
に
定
め
ら
れ
た
評
価
常
数
）
。

　
手
続
き
の
要
約
を
単
純
化
す
る
た
め
、
こ
の
間
題
の
解
の
求
め
方
は
、
暫
く
無
時
間
的
な
体
系
＠
及
び
絢
を
使
っ
て
進
め
よ
う
。

側
を
書
き
直
す
と
、

■



　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
ｌ
§
一
）
昌
１
§
｝
ｂ
～
」
り
一
十
〇
一

　
（
Ｈ
。
。
）

　
　
　
　
　
　
１
§
一
呂
十
（
Ｈ
１
§
“
）
き
～
」
り
Ｎ
＋
Ｏ
”

　
周
知
の
、
ホ
ー
キ
ソ
ス
・
サ
イ
モ
ソ
条
件
〔
文
献
８
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
ｓ
言
　
　
１
ｓ
竃

　
（
Ｈ
０
）
　
　
　
　
ｂ
ｌ
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
１
ｓ
賢
　
　
］
Ｉ
ｌ
ｓ
竃

を
考
慮
し
て
、
ク
ラ
マ
ー
公
式
に
よ
っ
て
ｘ
及
び
ム
を
求
め
る
と
、

守
一
｝
、
旧
葛
・
・
一
十
峠
一
旨
・
・
一

昌
１
Ｖ
幸
一
ら
十
Ｐ
一
十
、
｝
一
一
（
ら
十
Ｐ
一

係
数
を
単
純
化
し
て
、

　
　
　
　
　
　
昌
～
』
巨
（
」
９
＋
ｐ
）
十
』
旨
（
」
９
＋
ｐ
）

　
（
８
）

　
　
　
　
　
　
昌
～
ト
旨
（
」
９
＋
ｐ
）
十
』
竃
（
」
９
＋
９
）

こ
の
値
を
、
ス
ト
ッ
ク
の
式
働
に
代
入
し
て
整
理
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
９
１
Ｖ
（
ぎ
一
ト
旨
十
ぎ
Ｎ
ト
己
（
」
９
＋
９
）
十
（
ぎ
一
ト
篶
十
ぎ
固
ト
竃
）
（
」
９
＋
Ｐ
）

　
　
　
　
　
　
９
～
（
ぎ
一
』
巨
十
｝
竃
』
竃
）
（
」
９
＋
ｐ
）
十
（
迂
』
竃
十
｝
竃
』
竃
）
（
」
９
＋
ｐ
）

も
う
一
度
系
数
を
単
純
化
し
て
、

　
　
　
　
　
　
り
一
ｗ
ｂ
；
（
」
吻
一
十
ｐ
）
十
射
；
（
」
吻
閑
十
〇
■
・
）

　
（
昌
）

　
　
　
　
　
　
吻
～
～
ｂ
胃
（
」
吻
一
十
〇
一
）
十
饒
豊
（
」
吻
心
十
〇
Ｎ
）

　
　
　
動
学
的
レ
オ
ソ
テ
ィ
エ
フ
・
シ
ス
テ
ム
と
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
効
果
（
岡
崎
）

（
八
一
一
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
八
三
二
）

こ
こ
で
再
び
時
問
を
明
示
す
れ
ば
、
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
吋
巨
〔
吻
一
（
、
十
Ｈ
）
十
〇
一
（
“
十
Ｈ
）
〕
十
吋
旨
〔
り
～
（
“
十
Ｈ
）
十
〇
■
・
（
、
十
－
）
〕
１
Ｖ
（
Ｈ
＋
饒
言
）
吻
一
（
“
）
十
向
竃
吻
６
。
（
“
）

　
（
竃
）

　
　
　
　
　
　
　
吋
撃
〔
吻
一
（
“
十
Ｈ
）
十
〇
一
（
、
十
Ｈ
）
〕
十
吋
竃
〕
吻
六
、
十
Ｈ
）
十
〇
｝
（
、
十
Ｈ
）
〕
１
Ｖ
吋
昌
９
（
、
）
十
（
Ｈ
＋
向
豊
）
り
心
（
、
）

　
こ
の
式
に
至
っ
て
、
動
学
的
レ
ォ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
ト
ツ
ク
の
関
係
に
お
き
か
え
ら
れ
た
。
通
常
の
リ
ニ
ャ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
、
、
、
ソ
グ
．
モ
デ
ル
の
グ
ラ
フ
解
と
全
く
同
様
に
、
左
図
実
線
で
囲
ま
れ
た
部
分
が
、
生
産
可
能
点
集
合
を
表
わ
す
。
資
本

ス
ト
ヅ
ク
が
双
方
と
も
に
完
全
利
用
の
状
態
に
お
か
れ
た
場
合
は
、
Ｌ
点
で
現
わ
さ
れ
、
実
線
で
表
わ
さ
れ
た
凸
四
角
形
の
、
座
標

軸
以
外
の
バ
ウ
ソ
ダ
リ
ー
上
（
端
点
工
を
際
く
）
に
位
置
し
た
場
合
は
、
何
れ
か
一
方
の
資
源
の
み
が
完
全
利
用
状
態
に
お
か
れ
、

〉１＋む４６
＋“÷亡パ３

、
＼

＼
、

約希の３

　
＼＼

、

、

、

＼

＼
、

け 、
＼

、
＼

＼

約制１
の５、

＼
＼

＼
＼

＼
＼

＼
＼

＼

“十６ｘ６
＋

１
）

十ごぺ５

他
の
資
源
は
、
過
剰
能
力
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
て
、
自
由
財
に
転
ず
る
。
無
論
体
系

が
自
動
的
に
点
工
に
位
置
す
る
保
証
は
な
い
。
然
し
、
巨
視
動
学
モ
デ
ル
で
間
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

さ
れ
る
極
大
成
長
或
い
は
成
長
上
限
に
お
け
る
。
体
系
の
位
置
は
、
正
に
点
Ｌ
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ド
ー
フ
マ
ソ
・
サ
ム
ェ
ル
ソ
ソ
・
ソ
ロ
ー
・
モ
デ
ル
は
、
こ
の
様
に
し
て
定
め
ら

れ
た
生
産
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ヤ
ー
を
規
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
、
サ
ブ
・
モ
デ
ル
と
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

有
効
点
軌
跡
を
導
出
し
て
、
成
長
径
路
を
論
ず
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
然
し
策
－
節

に
掲
げ
た
本
稿
の
間
題
点
は
以
上
に
掲
げ
た
内
容
に
あ
る
。

　
即
ち
、
上
述
の
様
な
リ
ニ
ヤ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ソ
グ
間
題
は
、
一
定
の
技
術
係
数

の
下
で
規
定
さ
れ
る
体
系
ｏ
ゆ
・
切
に
お
い
て
、
初
期
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
何
れ
か
及
び



両
産
業
の
産
出
量
に
対
す
る
初
期
消
費
需
要
量
を
与
え
ら
れ
た
場
合
、
残
さ
れ
た
他
の
資
本
ス
ト
ツ
ク
を
最
大
化
す
る
様
な
、
非
負

の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
ー
・
レ
ヴ
ェ
ル
五
、
ム
を
求
め
る
事
に
外
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
様
な
バ
レ
ー
ト
ー
・
オ
プ
テ
ィ
マ
ム

の
継
起
的
追
跡
を
重
ね
る
こ
と
を
、
動
学
モ
デ
ル
の
目
的
と
す
る
。

　
今
や
、
既
に
第
－
節
に
掲
げ
た
間
題
点
は
、
こ
の
体
系
に
つ
い
て
明
か
で
あ
る
。
０
を
完
全
に
外
生
的
に
解
放
す
る
こ
と
は
、
継

起
的
な
分
析
過
程
で
、
〔
生
産
↓
消
費
↓
生
産
↓
〕
と
い
う
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
を
総
て
除
外
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
（
１
）
　
〔
文
献
７
・
第
一
一
章
、
第
二
一
章
〕
に
よ
る
。
二
六
五
頁
－
三
〇
九
頁
。

（
２
）
　
ハ
回
ツ
ド
の
自
然
成
長
率
に
対
応
す
る
成
長
（
甲
戸
目
實
；
３
．
、
弓
◎
考
彗
穿
ｐ
Ｕ
く
量
邑
ｏ
厚
昌
◎
昌
－
８
し
遣
・
◎
）
Ｊ
．
Ｒ
一
ヒ
ッ
ク
ス

　
　
の
上
昇
限
界
（
－
甲
雪
ｏ
雰
一
．
。
声
ｏ
◎
暮
ユ
巨
饒
９
ざ
亭
¢
↓
｝
８
｛
◎
｛
弓
冨
ま
ｏ
｝
ｏ
－
９
Ｈ
８
０
）
Ｅ
・
Ｄ
・
ド
ー
マ
ー
の
完
全
利
用
成
長
（
向
・

　
ｐ
ｏ
◎
旨
彗
一
．
．
向
捲
彗
己
り
－
昌
彗
ｐ
向
昌
旦
暑
昌
¢
目
一
、
、
声
昌
睾
－
ｓ
目
目
８
昌
昌
ざ
射
¢
ま
¢
き
く
弩
一
岩
ミ
）
等
。

三
　
半
封
鎗
的
動
学
シ
ス
テ
ム

　
総
括
的
に
は
第
－
節
で
、
具
体
的
な
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
第
２
節
で
、
オ
ー
プ
ソ
・
エ
ソ
ド
な
ダ
イ
ナ
ミ
ヅ
ク
・
ツ
ス
テ
ム
の
間

題
は
明
に
さ
れ
た
。
我
六
は
直
ち
に
、
間
題
の
解
決
を
試
み
よ
う
。
ド
ー
フ
マ
ソ
・
サ
ム
ェ
ル
ソ
ソ
・
ソ
ロ
ー
の
モ
デ
ル
同
様
、
内

生
部
門
を
２
ヶ
と
す
る
。
便
宜
上
、
前
節
の
記
号
の
一
部
は
変
え
ら
れ
る
。

　
先
ず
左
表
め
様
な
、
レ
ォ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
テ
ー
ブ
ル
を
考
え
よ
う
。
我
友
の
目
的
は
、
消
費
を
完
全
に
内
生
化
し
て
、
マ
ル
サ
ス

的
体
系
と
す
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
、
前
述
の
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ツ
ク
を
体
系
に
挿
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
、
各
産
業

の
産
出
量
に
対
す
る
消
費
需
要
は
、
家
計
（
上
表
第
Ｏ
部
門
）
の
総
産
出
量
に
比
例
す
る
も
の
と
す
る
。
無
論
こ
の
仮
定
は
、
極
め

　
　
　
動
学
的
レ
オ
ソ
テ
ィ
エ
フ
・
シ
ス
テ
ム
と
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
効
果
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
（
八
三
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
六
号
）

産
量

総
出

本
成

資
彩Ｏ２１

五

兄

兄

１
　
　
　
２

ｓ
　
ｓ

■
　
」

１
　
　
　
２

０
０

”
　
２
２

北
　
北

ガ
　
　
北

０
２ガ

０
ーガ

１
　
　
２

Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
八
三
四
）

て
短
期
的
に
し
か
妥
当
し
な
い
こ
と
ば
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
仮
定
に
よ
っ
て
、
我
六
は
、
家
計
を
も
含

め
て
、
次
の
投
入
係
数
を
規
定
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
§
ｎ
き
、
＼
お
　
　
（
“
１
１
◎
一
一
Ｎ
，
ｕ
Ｈ
Ｌ
）

　
（
轟
）

　
　
　
　
　
　
　
§
◎
１
１
９
＼
昌
　
　
（
｝
Ｈ
Ｈ
し
）

　
　
　
　
　
（
１
）

特
殊
な
消
費
係
数
は
、
極
め
て
不
安
定
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
か
ら
、
時
問
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
都
度
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

外
生
的
な
イ
ソ
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ヨ
ソ
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
。

　
前
節
吻
と
同
様
の
生
産
函
数
を
念
頭
に
お
い
て
、
レ
ォ
ソ
テ
ィ
ェ
フ
・
シ
ス
テ
ム
に
定
式
化
す
れ
ば
、

　
（
澤
）
　
　
　
昌
～
§
。
・
崇
十
」
９
＋
§
昌
十
ｓ
竃
き

　
　
　
　
　
　
　
昌
１
Ｖ
§
昌
十
」
９
＋
§
臼
十
§
昌

　
　
　
　
　
　
　
崇
１
Ｖ
　
　
　
　
身
昌
十
§
昌

こ
れ
を
変
形
し
て
、

　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
１
§
一
）
昌
Ｉ
ｓ
旨
曽
１
§
◎
昌
～
」
９

　
　
　
　
　
　
　
１
§
一
昌
十
（
Ｈ
ｌ
§
閑
）
昌
１
§
ｏ
昌
１
Ｖ
」
９

　
　
　
　
　
　
　
１
§
昌
１
§
曽
十
鼻
１
Ｖ
◎

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
係
数
行
列
は
、
ホ
ー
キ
ソ
ス
・
サ
ィ
モ
ソ
条
件

ｂ
ｌ
ｌ

Ｈ
１
§
一

１
ｓ
賢

１
０
Ｈ
ｓ

１
ｓ
竃

Ｈ
ｌ
§
閑

ｌ
ｓ
０
Ｎ

ｌ
Ｓ
旨

－
ｓ
き

　
Ｈ

Ｖ
ｏ

’

〔
文
献
８
〕
を
満
す
こ
と
は
明
か
で
あ
る
か
ら
、



従
っ
て
ク
ラ
マ
ー
公
式
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
§
閑
１
§
Ｏ
　
　
　
§
｝
十
Ｓ
ミ
竃

　
　
　
　
　
　
　
－
Ｈ
　
　
　
　
　
　
」
い
一
十
　
　
　
　
　
　
」
吻
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
一
十
§
ミ
貫
　
　
　
Ｈ
ｌ
§
一
１
§
Ｏ
§
一

　
（
Ｎ
蜆
）
　
　
　
　
昌
１
１
　
　
　
　
　
　
＼
９
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
」
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
　
　
　
昌
Ｈ
、
一
一
、
、
一
十
、
。
一
一
干
、
、
、
一
ら
十
、
・
一
、
幸
、
ら
－
、
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

係
数
を
単
純
化
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
呂
１
１
』
巨
」
９
＋
ト
冨
」
吻
Ｍ

　
（
Ｎ
蜆
、
）
　
　
　
　
昌
１
１
』
賢
」
９
＋
ト
竃
」
り
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
昌
Ｈ
』
〇
一
」
９
＋
ト
０
Ｎ
」
吻
Ｎ

　
次
に
、
前
節
鉤
に
対
応
す
る
、
ス
ト
ツ
ク
の
関
係
を
考
え
よ
う
。
こ
こ
で
も
、
体
系
が
マ
ル
サ
ス
化
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
考

慮
を
払
っ
て
、
第
Ｏ
部
門
ス
ト
ヅ
ク
、
即
ち
労
働
を
除
外
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
り
一
～
９
一
十
吻
竃

　
（
墨
）

　
　
　
　
　
　
　
吻
～
～
吻
胃
十
吻
竃

前
節
同
様
～
は
、
第
フ
部
門
に
お
け
る
資
本
ス
ト
ヅ
ク
と
し
て
使
用
さ
れ
た
第
・
ｚ
部
門
産
出
量
で
あ
り
、
こ
れ
は
第
－
部
門
産
出
量

に
比
例
す
る
も
の
と
し
よ
う
。
即
ち
資
本
係
数
が
次
の
様
に
規
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
３
一
１
－
り
一
＼
ト
一
ら
｝
１
１
吻
竃
＼
－

１
（
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
３
一
１
１
吻
豊
＼
呂
一
き
～
１
１
吻
竃
＼
呂

　
　
　
動
学
的
レ
オ
ソ
テ
ィ
ヱ
フ
・
シ
ス
テ
ム
と
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
効
果
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
八
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ハ
　
（
八
三
六
）

鋤
を
的
に
代
入
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
り
一
～
き
一
昌
十
き
心
き

　
（
～
ｏ
。
）

　
　
　
　
　
　
　
吻
固
～
司
昌
－
十
３
閑
昌

鮒
の
ｘ
及
び
ム
を
鈎
に
代
入
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
吻
一
ｗ
（
き
一
＼
…
十
暮
閑
ト
撃
）
」
り
一
十
（
き
一
ト
旨
十
暮
旧
』
竃
）
」
吻
Ｎ

　
（
８
）

　
　
　
　
　
　
　
吻
閑
～
（
§
一
ト
旨
十
婁
旧
ト
撃
）
」
吻
一
十
（
暮
一
』
竃
十
婁
心
』
竃
）
」
吻
｝

再
び
係
数
を
単
純
化
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
吻
一
～
事
一
」
９
＋
虜
｝
」
り
｝

　
（
８
、
）

　
　
　
　
　
　
　
吻
閑
～
掌
一
」
り
一
十
事
旧
」
り
閑

　
こ
こ
で
・
時
問
的
関
係
を
導
入
し
よ
う
。
一
般
に
、
レ
ォ
ソ
テ
イ
ェ
フ
・
ツ
ス
テ
ム
ヘ
の
時
問
の
遅
れ
の
導
入
方
法
に
は
、
次
の

二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
員
、
）
１
１
』
ｋ
（
、
十
Ｈ
）
十
〇

　
　
　
　
　
　
　
内
（
、
十
一
）
１
ー
ト
ｋ
（
“
）
十
『

前
者
は
、
左
か
ら
右
に
、
産
出
と
、
そ
れ
の
中
間
財
需
要
部
門
及
び
最
終
需
要
部
門
へ
の
配
分
に
沿
っ
た
方
法
で
あ
Ｊ
、
後
者
は
、

右
か
ら
左
に
、
前
期
の
中
間
財
及
び
最
終
財
需
要
の
規
模
が
、
今
期
産
出
量
を
決
定
す
る
と
い
う
順
序
に
沿
っ
た
方
法
で
あ
る
。
既

に
検
討
し
た
¢
◎
式
は
、
前
者
の
形
式
で
あ
る
。
我
六
が
間
題
と
す
る
フ
イ
ー
ド
・
バ
ツ
ク
は
、
生
産
↓
所
得
↓
消
費
の
順
で
進
行
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

る
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
か
ら
、
ｏ
◎
同
様
、
前
者
に
従
う
こ
と
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
鋤
は
、



　
　
　
　
　
　
　
９
（
“
）
…
い
争
一
〔
吻
一
（
“
十
Ｈ
）
１
吻
一
（
、
）
〕
十
争
閑
〔
吻
心
（
、
十
Ｈ
）
１
吻
閑
（
、
）
〕

　
（
ｃ
。
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
９
（
、
）
～
掌
一
〔
９
（
“
十
Ｈ
）
１
９
（
“
）
〕
十
掌
Ｎ
〔
９
（
、
十
Ｈ
）
１
９
（
、
）
〕

と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
条
件
附
き
で
、
消
費
を
内
生
化
し
た
点
を
際
き
、
ド
ー
フ
マ
ソ
・
サ
ム
ェ
ル
ソ
ソ
．
ソ
ロ
ー
の
働

と
全
く
ア
ナ
ロ
ガ
ス
で
あ
る
。

（
１
）
　
ケ
イ
ソ
ズ
的
消
費
函
数
に
即
し
て
定
式
化
す
る
こ
と
も
、
係
数
が
や
や
複
雑
化
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
な
ら
ぱ
無
論
可
能
で
あ
る
。
却
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
家
計
所
得
は
、
Ｍ
§
“
き
で
あ
る
。
今
、
Ｓ
１
－
９
＼
凶
§
、
わ
を
消
費
係
数
と
す
れ
ば
、
９
１
１
＄
凶
§
“
お
と
し
て
表
は
さ
れ
る
消
費
の
フ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
、
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
－
１
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ユ

　
　
ド
・
バ
ッ
ク
は
、
こ
の
様
に
■
所
得
を
通
し
て
考
え
る
方
が
、
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
然
し
本
稿
の
間
題
に
と
っ
て
は
、
こ
の
様
な
リ
フ
ァ
イ
ソ
メ

　
　
ソ
ト
は
、
係
数
の
単
純
化
の
た
め
に
避
け
た
。
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目
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内
田
忠
夫
「
投
入
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出
分
析
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よ
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産
業
活
動
水
準
の
推
定
に
関
す
る
一
考
察
」
東
大
教
養
学
部
杜
会
科
学
紀
要
、
第
四
輯
、
一
九
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五
年
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□
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宮
沢
健
一
「
消
費
変
動
と
産
業
連
関
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中
山
伊
知
郎
教
授
記
念
論
文
集
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一
九
五
八
年
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毒
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ヨ
お
昌
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宰
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¢
巨
雰
¢
Ｑ
巨
霧
旨
等
訂
冒
註
。
・
２
馨
内
◎
Ｈ
－
◎
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二
８
べ
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向
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乙
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幸
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◎
ま
一
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｛
ｏ
¢
昆
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一
向
ｏ
；
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旨
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向
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昌
、
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一
肉
睾
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幸
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向
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◎
邑
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ｃ
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巨
昌
霧
一
冨
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Ｈ
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し
ｏ
畠
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宕
ま
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甲
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享
貝
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身
量
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デ
一
９
豪
。
、
Ｈ
暑
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昌
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動
学
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ソ
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・
バ
ッ
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（
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一
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八
三
七
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